
職員年間目標：心を込めてそれぞれの職務に取り組み、互いに高めあおう～ 認定こども園　萩光塩学院幼稚園 2025年度 学校評価
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19 4.6 92%

番号 平均 ％ 20 4.5 90%

1 4.4 88% 21 4.4 88%

2 4 80% 22 4.5 90%

3 3.8 76% 23 3.8 76%

4 4.6 92% 24 4.3 86%

5 4.3 86% 25 4.4 88%

6 4 80% 26 4 80%

7 4.2 84% 27 4.3 86%

8 4.6 92% 28 3.7 74%

9 4.5 90% 29 3.7 74%

10 4.5 90% 30 4.5 90%

11 4.5 90% 31 4.5 90%

12 4.9 98% 32 4.8 96%

13 4.6 92% 33 4.4 88%

14 4.1 82% 34 4.5 90%

15 4.3 86% 35 4.5 90%

16 4.8 96% 36 4.8 96%

17 4.5 90% 37 4.6 92%

18 4.5 90% 平均 4.4 88%

内容

内容

子ども同士のトラブルに対し、適切な対応していた
園の施設・設備・備品の管理、取扱いに気を付けた（備品の整理整頓、使
用後の清掃など）

個々の子どもの様子や出来事を分かり易く保護者に伝える工夫をしてい
た

自らの健康管理に気を付けた：感染症感染防止対策など

健
康
・
安
全

登園時視診を大切にし、子どもの健康観察を行っていた 職務上知り得たことは、秘密を守っていた

危険な遊び方をしていないか常に配慮し、安全な遊び方について子ども
と話し合っていた

服装・髪型・身だしなみなど清潔感のあるものを心がけていた

万一、事故やけがが発生した場合は、園長に報告し、速やかに保護者と
連絡を取り、医師に診てもらうなど適切な対応を行った

教
育
・
保
育
活
動

子どもが理解しやすい正しい言葉をつかっていた

社
会
人
と
し
て

職員同志を思いやり、ミスを補い合い連携強化に努めた

子どもの話をよく聞き、思いや考えに共感しながら、子どもと一緒に活
動していた

職務分掌を理解し、怠ることの無いように努めた

子どもの心を傷つけたり、人権を無視したりする言葉や体罰を加えるこ
とは、どのような場合も行わなかった

綱紀保持に努めた（体罰・暴言・飲酒運転・交通事故・個人情報の管理・
公金管理・各種ハラスメント・就業規則・スマホ管理）

子どもが自ら考えたり工夫したりできるように見守り、行き詰まってい
るときは援助するようにしていた

時間を守った：保育時間・勤務時間・掃除時間

季節の変化や園庭の植物などを理解し、環境構成するように心がけてい
た

一時預かり事業について、内容を理解し関わろうとしていた

危険な箇所がなく、安全で清潔な環境を整えるようにしていた 小学校との連携について、内容を理解し関わろうとしていた

整理整頓・清掃・室温・換気などに気を付けていた 地域開放事業について、内容を理解し関わろうとしていた

保育内容などの悩みについて、他の保育者に相談していた

幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿の理解に努め、実践していた 研修に積極的に参加し、研鑽に努めていた

指導計画等は乳幼児の発達に促し、乳幼児期にふさわしい生活を展開で
きるように具体的に作成していた

支援の必要な子ども、障がいのある子どもについて理解し保育を行うよう
にしていた

環
境
構
成

遊具や空間を乳幼児が進んで活動を展開できるように考えて、環境を整
えていた

アレルギー対応について理解し、保育を行うようにしていた

園舎内の装飾を乳幼児の発想を取り入れた展示になるようにしていた 食育指導について、内容を理解し関わろうとしていた

保
護
者
対
応

保護者との連絡は、必要が生じた当日に行うように心がけていた

保護者からの相談や要望には真摯に向き合い、主任や園長にも相談して応
じるようにしていた

教
育
理
念
等

園の教育理念や教育目標を理解し実践してきた
保護者から苦情があった場合は、先ずは謙虚に話を聞き、主任や園長に報
告、連絡、相談した

認定こども園教育・保育要領の理解に努め、実践していた

保
育
者
と
し
て


